
遠隔臨場 SiteLiveとの連携について
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【1】はじめに

① 遠隔臨場 SiteLiveとは？

遠隔臨場 SiteLiveは、「建設現場の遠隔臨場」に特化した、撮影・配信システムです。
これまで監督職員が現地にて立ち会いのもと行っていた臨場確認に代わり、映像データを用いて発注者
の事務所と現場をリアルタイムで接続し、発注者が承認・確認します。
国土交通省から「建設現場の遠隔臨場に関する試行要領（案）」が発表されており、今後の建設業界に
おいて、受注者側の立ち会い調整時間の削減、発注者の移動時間削減などが期待されています。
遠隔臨場 SiteLiveは、要領（案）対応への多数の支援機能を搭載しているので、受注者・発注者双方の
生産性が飛躍的にアップします。

※詳しくは、弊社ホームページの製品情報をご覧ください。

【製品情報】 遠隔臨場 SiteLive
https://www.kentem.jp/products/sitelive/

「建設現場の遠隔臨場」に特化した、撮影・配信システム「遠隔臨場 SiteLive」をご契約いただいてい
るユーザー様は、工事情報共有システムと遠隔臨場 SiteLiveを連携してご使用いただくことが可能です。

https://www.kentem.jp/products/sitelive/
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【1】はじめに

② 遠隔臨場 SiteLiveと工事情報共有システムの連携について

連携機能をご利用いただくには、遠隔臨場 SiteLiveと工事情報共有システムの両方のシステムのご契約
が必要です。

工事情報共有システムの発議書類で登録した「材料確認」「段階確認」「確認・立会」の内容を遠隔臨
場 SiteLiveに転送し、検査として予約することができます。
さらに、遠隔臨場 SiteLiveで検査を実施後、検査結果を発議書類に反映することができます。

※本マニュアルでは、工事情報共有システム側での操作方法のみ解説いたします。
遠隔臨場 SiteLive側での操作方法は、以下をご確認ください。

➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 受注者用
➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 発注者用
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【1】はじめに

③ 遠隔臨場 SiteLiveとの連携に対応している発注機関について

遠隔臨場 SiteLiveと連携するためには、連携に対応している発注機関の様式をご利用いただく必要がご
ざいます。
遠隔臨場 SiteLiveのご契約をいただいても、連携に対応している発注機関の発議書類の様式を利用しな
ければ、検査の予約や検査結果の取り込み等の連携機能をお使いいただくことができません。

連携に対応している発注機関につきましては、弊社「工事情報共有システム サポート係」までご連絡
ください。

＜お問い合わせ窓口＞

株式会社建設システム 工事情報共有システム サポート係

✓ お電話での受付：0120-47-4545

受付時間：月～金 9：00～12：00 / 13：00～17：00 （祝・祭日除く）

✓ お申込み・お問い合わせフォーム： https://www.kentem.jp/form/kjk/

受付時間：24時間、365日受付

※ご回答までに、3~5営業日ほどお時間をいただく場合がございます。

https://www.kentem.jp/form/kjk/
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【2】連携の流れ

① 連携を行う前に

遠隔臨場 SiteLiveとの連携を行う前に、まずは、遠隔臨場 SiteLiveをご使用いただけるように事前準
備を行っていただきます。

受注者様は、
⚫ クラウドサービス管理画面で遠隔臨場 SiteLiveを使用できるように設定する
⚫ クラウドサービス管理画面で工事を作成し、遠隔臨場 SiteLiveで使用する工事として割当てる
⚫ 遠隔臨場 SiteLiveをご利用いただく発注者を招待する

以上の操作を行い、遠隔臨場 SiteLiveをお使いいただけるようにご準備をお願いします。

※詳細につきましては、遠隔臨場 SiteLiveのマニュアルをご確認ください。

➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 受注者用
➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 発注者用

② 発議書類の作成

工事情報共有システムで作成した発議書類の内容を、遠隔臨場 SiteLiveへ検査として予約することが可
能です。
ここでは「材料確認」の書類を作成して、遠隔臨場 SiteLiveへ検査として予約する流れを解説します。

「発議書類管理」内の「発議文書（決裁文書）」の中から「材料確認願」を選択し、「新規作成」をク
リックします。

検査として予約ができる様式について

発議書類の内容を遠隔臨場 SiteLiveへ検査として予約することができるのは、以下の3様式になり

ます。

⚫ 材料確認

⚫ 段階確認

⚫ 確認・立会

※遠隔臨場 SiteLiveとの連携に対応している発注機関の様式であることが条件です。
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【2】連携の流れ

発議書類の内容を入力します。
材料確認では、「材料名」「品質規格」「単位」「搬入数量」を入力しておくと、遠隔臨場 SiteLiveの
検査の内容、項目として予約ができます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。

発議書類作成時のご注意点

遠隔臨場 SiteLiveへ検査として予約するための書類を作成する

際は、必ず、「発議書類管理」内の「発議文書（決裁文書）」

の中の様式を選択して書類を作成してください。

「（※事前打ち合わせ/電子納品対象外）」の中で作成した書

類は、遠隔臨場 SiteLiveとの連携ができません。
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【2】連携の流れ

段階確認の場合

段階確認では、「通知書」の部分で、「確認種別」「確認細別」「確認時期項目」「確認時期予定
日」を入力しておくと、遠隔臨場 SiteLiveの検査の内容、項目として予約ができます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。

確認・立会の場合

確認・立会では、「工種」「場所」「資料」「希望日時」を入力しておくと、遠隔臨場 SiteLiveの
検査の内容、項目として予約ができます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。
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【2】連携の流れ

内容を入力後、「一時保存」をクリックして、書類を保存します。

③ 検査の予約

遠隔臨場 SiteLiveと連携するために、クラウドサービスにログインして、クラウドサービス上でご自身
が配置されている工事を選択します。
クラウドサービスの工事と連携後、工事情報共有システムで作成した発議書類の内容を、遠隔臨場
SiteLiveへ検査として予約します。

発議書類の一覧から、書類を選択して開きます。

「遠隔臨場」をクリックします。
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【2】連携の流れ

クラウドサービスにログインす
るための「メールアドレス」
「パスワード」を入力し、「ロ
グイン」をクリックします。

「承認する」をクリックします。

「クラウドサービスにログイン
する」をクリックします。

クラウドサービスにログイン済みの場合

既にクラウドサービスにログインされている場合は、ログイン画面は表示されてきません。
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【2】連携の流れ

クラウドサービスの工事と連携設定を行います。連携したい工事を選択します。

「設定する」をクリックします。

クラウドサービスの工事と連携済みの場合

既にクラウドサービスの工事との連携設定が完了している場合は、工事選択画面は表示されてきま
せん。

クラウドサービスの工事と連携を行うと、発議文書（決裁文書）の中の、「材料確認願」「段階確認
書」「確認・立会依頼書」のフォルダに、 のマークが表示されます。
また、「連携工事名」も表示されます。
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【2】連携の流れ

遠隔臨場 SiteLiveに検査を予約します。
発議書類で入力した内容を確認し、予約する検査の開催日時を設定します。

※ここでは「材料確認」の検査を予約する流れをご説明しますが、「段階確認」「確認・立会」も同様
の操作で検査の予約を行うことが可能です。

「開催日時」の欄をクリックすると、カレンダーが表示されます。
検査を行う日付と時間を設定し、「閉じる」をクリックします。
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【2】連携の流れ

各検査の開催日時を設定後、「予約実行」をクリックします。

検査の予約が完了し、ステータスが「予約済」に切り替わります。

「OK」をクリックして予約を行
います。
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【2】連携の流れ

遠隔臨場 SiteLiveで、検査が予約されていることをご確認ください。

④ 検査の実施

検査の開催日時になったら、受発注者様は遠隔臨場 SiteLiveで検査を実施します。

※本マニュアルでは、工事情報共有システム側での操作方法のみ解説いたします。
遠隔臨場 SiteLive側での操作方法は、以下をご確認ください。

➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 受注者用
➢ 【基本操作マニュアル】だれでもできる遠隔臨場 SiteLive 発注者用

検査を予約する際のご注意点

遠隔臨場 SiteLiveとの連携を行い、検査結果を書類に取り込んで利用されたい場合は、必ず発議書

類を作成し、発議書類から検査の予約を行ってください。

発議書類から予約したものでないと検査結果の取り込みができません。

遠隔臨場 SiteLiveで単独で予約した検査結果は、発議書類への反映ができませんのでご注意くださ

い。
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【2】連携の流れ

⑤ 検査結果の取り込み

検査結果の取り込みを行う前に

検査結果の取り込みを行う前に、遠隔臨場 SiteLiveで検査結果の確認を行ってください。
検査の際に発注者様が登録した検査結果が、発議書類に取り込まれます。
検査結果が登録されていない場合は、発注者様に操作をご依頼してください。

発議書類の一覧から、書類を選択して開きます。

検査を実施している際の表示について

遠隔臨場 SiteLiveで検査を実施している際、工事情報共有システムの予約画面では、ステータスが
「検査中」に切り替わります。
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【2】連携の流れ

「遠隔臨場」をクリックします。

ステータスが「検査完了」に切り替わると、検査結果の取り込みが行えます。

「取込確認表示」をクリックします。
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【2】連携の流れ

遠隔臨場 SiteLiveで実施済みの検査結果を取り込みます。
各検査の、「遠隔臨場 SiteLive 検査結果」と、「取り込み内容」を確認します。

※ここでは「材料確認」の検査結果を取り込む流れをご説明しますが、「段階確認」「確認・立会」も
同様の操作で検査結果の取り込みを行うことが可能です。

検査結果が入っていない、もしくは変更したい場合

「遠隔臨場 SiteLive 検査結果」は、遠隔臨場 SiteLiveで発注者様がご入力いただく項目になりま
す。
検査結果が入っていない、もしくは変更したい場合は、発注者様に遠隔臨場 SiteLiveで入力や修正
をしていただくようご依頼してください。

また、「取り込み内容」を直接修正して取り込んでいただくことも可能です。
「取り込み内容」を直接修正した場合は、遠隔臨場 SiteLiveの検査結果には反映されませんのでご
注意ください。
※あくまでも発議書類に取り込む内容を変更するだけの操作になります。
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【2】連携の流れ

「取込実行」をクリックします。

「OK」をクリックして予約を行
います。

検査結果が取り込まれます。
材料確認では、「確認年月日」「確認方法」「合格数量」「確認印」「備考」が検査結果として取り込
まれます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。
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【2】連携の流れ

段階確認の場合

段階確認では、「通知書」の部分で、「確認実施日等」が検査結果として取り込まれます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。

確認・立会の場合

確認・立会では、「確認立会員」「実施日時」「記事」が検査結果として取り込まれます。

※以下は、国土交通省の様式です。
発注機関によって、様式が異なる場合がございますのでご了承ください。

検査結果の取り込みが完了すると、ステータスが「結果取込完了」に切り替わります。
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【2】連携の流れ

遠隔臨場 SiteLiveとの連携の流れは以上になります。
受注者様は書類の発議を行い、ワークフローを開始してください。

予約画面のステータス表示について

遠隔臨場の予約画面の「ステータス」の表示は、状況に合わせて以下の6種類が自動で切り替わり
ます。

⚫ 「未予約」 … 検査が予約されていない状態
⚫ 「予約済」 … 検査の予約が完了した状態
⚫ 「検査中」 … 遠隔臨場 SiteLiveで検査を実施している状態
⚫ 「検査完了」 … 遠隔臨場 SiteLiveで検査が完了した状態
⚫ 「結果取込完了」 … 検査結果の取り込みが完了した状態
⚫ 「遠隔臨場側で削除済」 … 予約した検査が遠隔臨場 SiteLiveで削除された状態
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【3】こんな時は

① 連携する工事を変更する場合

遠隔臨場 SiteLiveと連携中の工事が間違っていた場合、工事を選択し直して変更することが可能です。

発議書類の一覧から書類を選択し、「遠隔臨場」をクリックして、遠隔臨場の予約画面を開きます。

「工事再選択」をクリックします。

工事を選択し直します。
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【3】こんな時は

「設定する」をクリックします。

工事が切り替わります。

既に予約していた検査予約の情報は削除されますので、選択し直した工事で新たに検査の予約を

行ってください。

※別の工事を設定した場合、工事情報共有システムで元々行っていた検査予約は削除されますが、

遠隔臨場 SiteLiveに予約された検査はそのまま残ります。

必要に応じて、遠隔臨場 SiteLiveでも検査の削除を行ってください。
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【3】こんな時は

② 工事の連携を解除する場合

遠隔臨場 SiteLiveとの連携が不要になった場合、工事の連携を解除することが可能です。

発議書類の一覧から書類を選択し、「遠隔臨場」をクリックして、遠隔臨場の予約画面を開きます。

「工事再選択」をクリックします。

「(連携を解除する)」を選択します。
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【3】こんな時は

「設定する」をクリックします。

クラウドサービスの工事との連携が解除されます。

工事の連携が解除されると、発議文書（決裁文書）の中の、「材料確認願」「段階確認書」「確

認・立会依頼書」のフォルダに表示されていた、 のマークも消えます。
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【3】こんな時は

③ ログイン中のクラウドサービスのアカウントとの連携を解除する場合

遠隔臨場 SiteLiveと連携するためには、クラウドサービスにログインしてクラウドサービスのアカウン
トと連携し、クラウドサービス上でご自身が配置されている工事を選択します。
一度ログインすると次回以降は自動的にログインされますが、ログイン中のクラウドサービスのアカウ
ントとの連携を解除することも可能です。

＜利用ケース＞
⚫ ご利用中のユーザーで、遠隔臨場 SiteLiveとの連携の操作が不要になった場合
⚫ 連携する工事がログイン中のクラウドサービスのアカウントに配置されていない等、ログイン中の

アカウントの連携を解除して、別のアカウントでログインし直したい場合

「システム管理」-「ユーザー情報管理」を開きます。

クラウドサービス連携の「連携を解除する」にチェックをつけ、「更新する」をクリックします。

クラウドサービスのアカウントとの連携が解除され、遠隔臨場の予約画面を開く際、クラウドサー

ビスへのログイン画面が表示されるようになります。
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【3】こんな時は

④ 予約後に検査の内容を修正、削除する場合

遠隔臨場 SiteLiveに検査を予約後、検査の内容の修正や削除をする場合は、以下の操作を行ってくださ
い。

ポイント

検査を予約した後、発議書類の内容を修正しても、その情報は遠隔臨場 SiteLiveの検査に反映され
ません。
工事情報共有システムの発議書類と、遠隔臨場 SiteLiveのそれぞれで、内容の修正や削除を行って
いただく必要がございます。

【予約した検査の内容を修正する場合】

検査を予約した後は、発議書類の内容を修正しても、遠隔臨場の予約画面の検査の内容が修正され

ません。

また、「開催日時」も修正できません。

✓ 工事情報共有システムの発議書類

発議書類を開き、内容を修正して更新します。
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【3】こんな時は

✓ 遠隔臨場 SiteLiveの予約画面

内容を修正して変更します。

開催日時もこちらで変更することができます。

（受注者様が修正を行ってください。）

✓ 工事情報共有システムの遠隔臨場の予約画面

遠隔臨場 SiteLiveの予約画面で検査の内容や開催日時を変更後、画面を開き直すか、キーボードの

「F5」キーを押してください。

変更した内容が反映されます。
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【3】こんな時は

【予約した検査を削除する場合】

予約した検査は、遠隔臨場の予約画面で削除することはできません

遠隔臨場 SiteLiveの予約画面で削除してください。

✓ 遠隔臨場 SiteLiveの予約画面

予約一覧の画面で、「削除」をクリックして検査を削除します。
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【3】こんな時は

✓ 工事情報共有システムの遠隔臨場の予約画面

遠隔臨場 SiteLiveの予約一覧の画面で検査を削除後、画面を開き直すか、キーボードの「F5」キー

を押してください。

ステータスが「遠隔臨場側で削除済」に切り替わります。

⑤ 遠隔臨場の検査予約を一覧で確認したい

遠隔臨場の検査の予約を一覧で確認することができます。
CSVで出力してExcelで一覧表を作成することも可能です。

発議文書（決裁文書）の中の、「予約一覧（遠隔臨場）」を選択します。

遠隔臨場 SiteLiveに予約をした検査予約の一覧を確認することができます。

CSVで出力する場合は、「CSV出力」をご利用ください。
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■ご注意

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製する事は禁止されております。

（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更する事があります。

（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう

可能性があります。この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。

（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの事がご

ざいましたら、当社までご連絡ください。

（5）本書の印刷例および画面上の会社名・数値などは、実在のものとは一切関係ございません。

■正式名称・商標および著作権について

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Adobe、Acrobat は Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標または登録商標です。

その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。

発行所 株式会社 建設システム
〒417-0862 静岡県富士市石坂312-1
TEL：0570-200-787 FAX：0545-23-2601 作成：2021年6月29日






